
准看護学科学則施行細則 

 

（目 的） 

第１条 長野看護専門学校学則（以下「学則」という）第３２条の規定に基づき、准看

護学科の学則を施行するために必要な事項を定める。 

 

（科目及び時間数） 

第２条 授業時間は、次のとおりとする。 

     月・火・木曜日 

 時 間 

３時限目 １３：３０～１５：００ 

４時限目 １５：１５～１６：４５ 

水・金曜日 

 時 間 

１時限目 ９：１５～１０：４５ 

２時限目 １１：００～１２：３０ 

３時限目 １３：３０～１５：００ 

４時限目 １５：１５～１６：４５ 

２ 臨地実習の開始時間及び終了時間は、実習施設の運営の都合上、実習施設の就業時間に準ず

ることがある。 

３ 授業時間は、１時限（９０分）をもって２時間とする。 

４ 実習時間は、１時間を４５分とする。 

 

（臨時休業） 

第３条 学則７条３項の規定による臨時休業は次のとおりとする。 

（１）災害等の発生 

（２）伝染病等の発生 

（３）その他学校長が必要と認めた時 

 

（入学試験） 

第４条 学則第１６条に規定する入学試験は、別に定める入学試験実施規定による。 

２ 推薦入試については、別に定める推薦入学制（内規）による。 

 

（遅刻、早退、欠課、欠席） 

第５条 遅刻、早退、欠課、欠席は次のとおりとする。      

（１）遅刻とは、授業開始時刻後に入室した場合をいう。 

（２）早退とは、授業終了時刻前に退室した場合をいう。 

（３）１５分以上の遅刻･早退は１時限の欠課とする。 

（４）１５分以内であっても、遅刻・早退が累積３回となった場合は１時限の欠課とする。 

（５）欠席とは、１日の授業に全く出席しない場合をいう。 

２ 忌引及び非常災害等による欠席は、欠席日数に加えない。 

３ 忌引の日数は次のとおりとする。 

死亡した者 忌引日数 

父母、配偶者、子供 ５日以内 

祖父母、兄弟姉妹 ３日以内 

＊日数は、土曜日、日曜日、祝祭日を含む。 

 

 

 



（欠席等の届出） 

第６条 やむを得ず遅刻、早退及び欠席をする場合は、事前に届出（様式１２）なければならない。 

２ 突発的な事情により遅刻、早退及び欠席する場合は、速やかに学校や実習施設に連絡し、届

出なければならない。 

３ 列車事故等による遅延時は証明書を添付しなければならない。 

４ 傷病その他の理由により、７日以上欠席する場合は、診断書を添付しなければならない。 

５ 忌引による欠席の場合は、忌引届（様式１３）に「会葬の御礼」等の証明するものを添付し

なければならない。 

６ 就職試験、進学のための入学試験による欠席の場合は、事前に公認欠席届（様式１４）を届

出なければならない。 

 

（科目履修認定） 

第７条 学則第８条別表３の科目毎の規定時間の３分の２以上を出席し、その科目試験、臨地実

習に合格した者にその科目の履修を認定する。 

２ 指定時間の３分の１を超えて欠席し、欠席の理由が以下に該当し、教務会議においてその

理由を認めた場合には、評価を受ける資格を有する。ただし、補習講義が必要となる。 

（１）病気又は負傷（受診等を確認できるもの） 

（２）不慮の事故又は災害（確認できる書類） 

（３）交通機関による遅延（交通機関の遅延証明書） 

（４）その他学校長が止むを得ないと認めた場合 

３ 補習講義を受ける者は、指定日までに補習講義願（様式１５）に補習講義料を添えて届出な

ければならない。 

４ 未修得科目がある場合は、次年度の当該学年の科目を再履修し、評価を受けることができる。 

 

（試 験） 

第８条 試験には、科目試験、追試験、再試験がある。 

２ 試験は、学則第８条別表３に定める科目毎に行う。 

３ 試験の方法は、次のとおりとする。 

（１）試験の方法は、筆記、口頭試問、レポート、実技とする。 

（２）試験時間は、原則として５０分とする。 

 

(科目試験) 

第９条 科目試験は、科目の終了時に実施する。 

２ 科目試験の評価は、１科目１００点とし、６０点以上を合格とする。 

３ 同一科目を複数の講師が分担して試験を行う場合は、実施時間の割合から配点を決定し、

評価は総合して行う。 

４ 評価基準は以下のとおりとする。 

Ｓ ９０～１００点 

A ８０～９０点未満 

B ７０～８０点未満 

C ６０～７０点未満 

D ６０点未満 

 

（追試験） 

第１０条 第７条第２項の理由により科目試験を受けることができなかった場合は、追試験を受

けることができる。 

２ 追試験については、以下のとおりとする。 

（１）追試験を受ける者は、指定日までに追試験願（様式１７）を届出なければならない。 

（２）追試験の評価は、得点の１割減とし、６０点以上を合格とする。 



（３）追試験の結果、合格点に満たない者は、再試験を受けることができる。 

 

（再試験） 

第１１条 科目試験及び追試験の結果、不合格の者は、再試験を受けることができる。 

２ 再試験については次のとおりとする。 

（１）再試験を受ける者は、指定日までに再試験願（様式１８）に再試験料を添えて届出

なければならない。 

（２）再試験は１回とする。 

（３）再試験は６０点以上であれば合格とし、評価は一律６０点とする。 

 

（臨地実習評価） 

第１２条 臨地実習（以下「実習」という）の評価は、学則８条別表３に定める科目毎に行う。 

２ 基礎看護実習を合格している者が成人・老年看護実習、母子看護実習、精神看護実習を受け

ることができる。 

３ 実習成績の評価は、実習指導者及び担当する専任教員が評価し、最終的な評価は専任教員

が行う。評価基準は以下のとおりとする。評価は、C 以上を合格とする。 

Ｓ ９０～１００点 

A ８０～９０点未満 

B ７０～８０点未満 

C ６０～７０点未満 

D ６０点未満 

 

（補習実習） 

  第１３条 第７条第２項に該当する理由により、規定時間の３分の１以上欠席した場合は、教務

会議の議を経て補習実習を受けることができる。 

２ 第７条第２項に該当しない理由により欠席した場合は補習実習を受けなければならない。 

（１）補習実習を受ける者は、指定日までに補習実習願（様式１９）に補習実習料を添え

て届出なければならない。 

（２）評価は C 以上を合格とする。 

（３）補習実習の結果、不合格となった場合は、再実習を受けることができる。 

 

（再実習） 

第１４条 臨地実習の結果、不合格となった者は再実習を受けることができる。 

（１）再実習を受ける者は、指定日までに再実習願（様式２０）に再実習料を添えて届出

なければならない。 

（２）再実習は、当該実習について１回を限度とする。 

（３）再実習で不合格となった場合は、次年度以降に再履修とする。 

（４）評価は C 以上を合格とする。ただし、C 以上であっても評価は一律 C とする。 

 

（雑 則） 

第１５条 この細則の改廃は、学校運営会議の議を経て決定する。 

 

（附 則） 

この施行細則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年４月１日 一部改正 

３ 平成２３年４月１日 一部改正 

４ 平成２５年４月１日 一部改正 

 ５ 令和４年４月１日 一部改正 

 ６ 令和５年４月１日 一部改正 


